

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































型紙 南部芳松 六谷梅軒 中島秀吉 中村勇二郎 児玉博 城ノ口み
ゑ/伊勢型紙技術保存会、朝日新聞社、2007年3月。
『ゆかた　よみがえる』東京国立近代美術館工芸館、1989年。
『江戸小紋を伝える　小宮家のわざと人々』葛飾区郷土と天文の博
物館、2011年。
冨田康子「小宮康正と長板中形-残された技術を次世代に－」『月刊 
染織α　10月号　№283』p.38-43。
日本工芸会　https://www.nihon-kogeikai.com
江戸小紋職人小宮康義　明日への扉　by アットホーム　https://
www.athome.co.jp/tobira/
謝辞：この研究ノートをまとめるにあたり、新小
岩のご自宅におじゃまさせていただき、小宮康正
氏にはお仕事中にもかかわらず、長時間にわたり
いろいろ御指導・御協力を賜りました。厚く御礼
申し上げます。また、作品の写真撮影には、鈴乃
屋きものギャラリーのスタッフの皆様に御協力い
ただきました。厚く御礼申し上げます。
え、学生自らの作品の創造や発想の一助となるよ
うに働きかけていきたい。
注
1 小宮康助「江戸小紋と共に」『日本の工藝18』江戸小紋特輯号 芸
艸堂、昭和32年、p.39。
2 菊池理予「工芸技術記録に関する研究－『江戸小紋技術記録』を
通して－」無形文化遺産部プロジュクト報告書『無形文化財の
伝承に関する資料集』独立行政法人国立文化財機構　東京文化
財研究所無形文化遺産部、2011年3月、p.64。
3 2、P.61-62。『江戸小紋技術記録』は、昭和27年（1952）に作成さ
れた。文化庁より平成13年8月1日に東京国立博物館に移管さ
れ、現在は同館に「列品」として登録・保管されている。この
記録は、着物1領、反物1反、染見本26種、箆1つ、染織美術協
会による文書記録1冊、メモ書き、文部省への送付状からなる。
4 2、p.63。
5 山辺知行『ひわのさえずり』源流社2004年、p.34。
6 5、p.34。
7 川端康成『古都』新潮社、平成30年、p.50。長編小説。『朝日新
聞』に昭和36年（1961）10月8日から翌年1月23日まで、107回に
わたって連載された。小説は、古都京都を舞台に、名所や史蹟、
年中行事が盛り込まれた人気作品である。
8 和紙を渋加工後に、天日で自然乾燥し枯らした型地紙のこと。
5年程寝かして和紙と渋を安定させた後、市販される。
9 渋加工後の生紙を室に吊るし大鋸屑で燻煙し渋を急速に枯ら
し固めた型地紙のこと。1年程寝かして、市販される。
10 楮を炭酸ソーダ（炭酸ナトリウム）でじっくりとあずきを煮る
ような感じで煮て繊維を取り出す。
11 打解機で、繊維を解繊しやすくする。この時には、非繊維細
胞を必要以上に解繊しないで残す。
12 原紙の乾燥は、板干による天日乾燥をすると高価になるので
鉄板乾燥とした。型彫師より、原紙は天日乾燥よりも鉄板乾
燥の方が、彫刻時に力を必要とするという。
13 1897－1988．昭和30年重要無形文化財「長板中形」の技術保持
者（人間国宝）に認定される。白地に藍色の模様が表現された、
二枚小地白を得意とした。
14 主型と消型による二枚型（図）が使われている。つまり、貝に
描かれた小菊模様を染めるためには、表生地に主型と消型を
使って２回、裏面に同じく主型と消型を使って２回、計４回
の型付を行い、藍に浸染しなければならない。小菊模様の優
しげな風情とは反対に、主型と消型は厳しいまでに精緻に彫
られている。このように、２枚の型紙に模様を彫り分けるこ
とにより、彫る部分の多い模様でも型紙の支えとしての吊り
の影響を受けることがなく、型紙としての強度を保つことが
できる。この方法ならば、型によるくり返しの中にも、自由
な絵模様の表現が可能となる。
図　主型・消型の染め見本
